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本⽇の話の流れ

1. コロナ禍でのオンライン授業のまとめ*

2. 教育データの利活⽤のための基盤情報シ
ステムLEAFの概要

3. アフターコロナ時代の教育・学習
の⽅向性*
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*個⼈的な意⾒です
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2020年４⽉時点で世界151か国で⼩学⽣から⼤学⽣まで
約14億⼈が新型コロナの影響で学校に通えなかった。
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中国、 2⽉17⽇から幼稚園⼩中⾼⼤学⽣
2億7000万⼈がオンライン授業に移⾏

• 全国規模のクラウド学習プラットフォームを構築
• ⼩学校の授業は国営テレビチャンネルで放送
• 中⾼⼤学⽣はこの学習プラットフォームを⽤いてオンラインで
受講

• バイドゥとアリババは7000台のサーバーでこのプラット
フォームをバックアップ

• 最⼤5000万⼈の⽣徒が同時に使⽤可能
• 約60万⼈の教員がアリババのライブストリーミング・サービス
「ディントーク（Dingtalk、釘釘）」を使⽤してオンライン授
業を実施
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https://www.technologyreview.jp/nl/chinas‐students‐will‐
now‐study‐online‐because‐coronavirus‐has‐shut‐schools/
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⽇本はどうだったか？

• 初等中等教育では、5〜29％が
デジタル教材や動画を利⽤した
家庭学習や、オンライン指導を
実施（2020年4⽉16⽇時点）

• ⾼等教育では、90%が遠隔授業
のみを実施（2020年5⽉20⽇時点）
→それでもドタバタ

• 教育のデジタル化の遅れが顕在化
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⽇本はどうだったか？(2)

• NIIサイバーシンポジウム(3/26から開始して26回開催）のアンケート結果から・・・
• これまで経験したことがない始めてのことだから、情報共有が⼤事
各学校の取り組み紹介、学⽣の声、教員の声の共有
特に、海外との情報共有も⼤事：共通点・相違点を共有（１０か国）

• 実験・実習や実技、グループ学習、成績評価をオンラインでどうやって実施するか？
• デジタルデバイドや、⾮常勤教員、学⽣や教員への負担増や⼼のケア・配慮も⼤事
• 教育機関に数多くのソフトウェアが導⼊され、それらのソフトウェアが改善された。
• 学⽣の状況を把握するために教育データの利活⽤（ラーニングアナリティクス）が⼤
事。また、学⽣が学習したというエビデンスを蓄積するためも⼤事。デジタル環境の
⽅が、⼈間の状況がよく⾒え、効果的に⽀援できる。
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本⽇の話の流れ
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LEAFシステムの概要 (科研基盤S) 

LTI

LTI

xAPI

xAPI
教員・学習者

ERS
エビデンス

レコードストア教員・研究者・政策⽴案者

エビデンス
モデル

エビデンス
ポータル

エビデンスを蓄積

NGDLE

LRS

LRS

LRS

他の組織の教育データと
ブロックチェーンで連結

独⾃研究
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教育データ収集・分析の研究例

①学習管理システム(LMS)

②デジタル教材閲覧システム
BookRoll

③⼩テストや⼿書き回答の
記録システム ③学習ログを⽤いて最適なグループを編成

②学習者の理解度の可視化、個別最適な問題教材を推薦

教育・学習活動の学習ログ
を収集するシステム群

①児童・⽣徒・学⽣のつまずき箇所を分析教育・学習活動
からログデータを収集

教師・学⽣に
リアルタイムに
フィードバック

教育ビッグデータを
リアルタイムに分析するツール群

教室
→LMS

本の教科書
→ e‐book

紙のノート
→ e‐Notebook

デジタル学習環境LEAF AI/ビッグデータの利活⽤
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1. Australia
2. China 
3. France 
4. India
5. Japan
6. Kazakhstan
7. Lebanon
8. Nigeria
9. Taiwan
10.USA

LET: Learning and Education Technology 
Research Unit

31 members from 10 different countries
2 Faculty staff
3 post-doc researchers
10 PhD students
8 Master students
1 Research students
7 Technical staffs
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現在の研究
①科研・基盤(S) (2016.5 ‐ 2021.3)
教育ビッグデータの蓄積・分析のためのクラウド情報基
盤の開発
②内閣府 SIP AI/ビッグデータ(2018.11 ‐ 2023.3)
エビデンスに基づくテーラーメイド教育の実現
個⼈適応・エビデンスの蓄積と利活⽤
③⽂科省・先端技術を⽤いた教育実証事業
未来型教育京都モデル実証事業 (2019.1 ‐ )
協働学習の⽀援
④NEDO「⼈と共に進化する次世代⼈⼯知能に関する技術開発事業」
学習者の⾃⼰説明とAIの説明⽣成の共進化による教育学習⽀援環境EXAIT
(2020‐2025.3)
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システムの導⼊状況

•京都市⽴⻄京中学(360名)・⾼校(820名)
•京都市⽴七條第三⼩学校(80名)
•福岡⻄陵⾼校(100名)
•横須賀三浦学苑⾼校(100名)
•京都⼤学、九州⼤学、東京⼤学、・・・

[国内]

[海外]
• 台湾（23⼤学）
• インド(65⼤学)
• 中国（1⼤学）
• トルコ（1⼤学）

PCの持ち帰り
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BookRollの特徴
教員がデジタル教材（教科

書、補助資料等）をPDF形

式で登録すれば、学生は授

業中・予習/復習時に、そ

れをウェブブラウザで閲覧

できる。

BookRoll上での学生の行動

は 学習ログとして記録され

る。

学習ログは分析されて、学習
・教育を向上させるためのエ
ビデンスとして利用できる。
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音声も

学生に元のPDFをダウンロー
ドされないので、内容が拡
散しない。
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学習ログ分析ツール:LA-View
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①学⽣全員のマーカーを重ねて表⽰

②マーカーで囲んだ⽂字
やメモの内容を表⽰

③あまり予習・復習していない学⽣に介⼊メッセージを送信
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Click to show memo contents

マーカーとメモの可視化、閲覧達成率

どのページが難しいと感
じたか？

どのページにたくさんの
質問があるか？

各学⽣がどこまで教材を読
んだか？
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• This table shows all students’ all types of reading activities for selected content and time interval
• By clicking column names you can order students by that column
• This can also be used to send an e‐mail to the students
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学⽣へのEmailによる介⼊
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学⽣の成績予測
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Akçapınar, G., Hasnine, M. N., Majumdar, R., Flanagan, B., & Ogata, H. (2019). Developing an Early-Warning System for Spotting At-Risk Students by using eBook 
Interaction Logs.  Smart Learning Environments, 6(4), 1-15.  doi:doi.org/10.1186/s40561-019-0083-4

[Akcapinar et. al., SLE, 2019]
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LEAFで何ができるか？
主な研究プロジェクト
① 数学：⼿書き回答の分析と理解度の把握: LA‐View

② 英語：⻑⽂読解の⽀援: LA‐View

③ グループ編成⽀援: LA‐View

④ 学習データと健康データを⽤いた
⾃⼰主導能⼒の育成：GOAL

⑤ ブロックチェーンを⽤いた学習ログの連結：BOLL

⑥ エビデンスの蓄積と利⽤：ReWELL
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①手書き回答解析と理解度把握

知識マップ：
• 中⾼の数学に導⼊し、6,315問の数学演習問
題を登録

• 理解状況を可視化して問題推薦

推薦メール

理解度:⾼

理解度:中

クイズ正解率

閲覧達成率

学習要素IDと連結

⼿書き回答解析：
• ⽣徒のストロークの時間間隔に応じて、ストロークが6段階を⾊付け
• 解答をクラスタリングして典型的な回答を抽出して学⽣に提⽰
• 中学校(⽣徒360⼈)の数学の授業内外で導⼊し、3ヶ⽉後に教員2⼈にインタ
ビューした結果、成績の低い⽣徒に特に有⽤であるとの意⾒
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[Yoshitake, et al, 2019]

[Flanagan, et al, 2018]
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②英語：長文読解の支援

多読(Extensive Reading)

• 約550冊のe‐Bookから選択
• Word Per Minute等の⽐較
• オンライン辞書の
検索単語頻度

20



Learning and Educational Technologies Research Unit

③グループ編成の支援

21

individual evaluation 
in past group learning

成績、友達関係、発話の度合いなどのパラメータを元にグループを編成
[Changhao, et al, 2019]
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Smart Watch
歩数
睡眠時間
心拍数
ストレスレベル

GOAL
計画作成数
振り返りメモ
分析ノート
各スキルのスコア

BookRoll
読書時間
学習活動量
クイズ成績
閲覧達成率

+ =

④学習データと健康データを利用した
自己主導能力の育成:GOAL

約500台配布ERのために約550冊登録
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[Majumdar R, et al, 2018]
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⑤BlockChainを用いた学習ログの連結:BOLL
分散したログを連結しつつ、アクセス制御
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①⾼校のLMSにBollをLTIで追加

②中学のログへのアクセスを許可
③可視化

[Ocheja, et al, 2018]
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⑥エビデンスの抽出と検索

リアルワールド教育ビッグデータからのリ
アルワールドエビデンスをマイニング
(ReWell: Real‐world Evidence learning library)
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1. エビデンス抽出機能

３．エビデンスポータルのホーム画⾯
（学年・教科・問題、介⼊⽅法等によってエビデンスを検索）

２．ERSのデータ構造(CPI‐SRモデル)
Context Problem Indicator Solution Results

授業の属
性的情報
（機関，
教科，⼈
数，
期間な
ど）

どのよう
な問題を
抱えてい
たか

どのよう
な指標を
⽤いて介
⼊を判断
したか

介⼊の詳
細（⼿法
や期間な
ど）

介⼊の結
果（⽐較
対象や統
計的検定
の結果も
含む）

[Kuromiya, et al, 2020]
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本⽇の話の流れ
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アフターコロナ時代の教育に向けて

（１）教員にとって、これまでの教員の経験と勘が通⽤しない世界
（しかし、迅速に的確な判断が必要）
２つの初めて：
①新型コロナウイルス対策等に対応した教育
② GIGAスクール（⼀⼈⼀台のPC、ネットワークの常時接続）環境での教育

したがって、教育データとエビデンスの共有がますます重要になる。

（２）情報端末を利⽤した対⾯・遠隔授業により、⼤量の教育データが蓄積されて
きており、それを共有し、教育改善に利⽤することが重要。

→デジタル時代における効果的な教育⽅法、学習⽅法や新時代の教育のあり⽅を
考えていくことが重要。

26
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Multi‐mode 
learning

Online

Location

In‐class

Out‐class

Time

Real time
Synchronous

Asynchronous

Class size

Small (N<10)

Medium 
(10<N<100)

Large (N>100)

Class type 

Lecture

Practice
Experiments

Face‐to‐face

Interaction

Teacher‐
student

Student‐
student

Learning 
process

Individual

Collaborative

Assessment

Peer evaluation

Teacher 
feedback

Learning 
analytics

Past data 
analytics

Real‐time 
analytics

Prediction

Digital 
learning 

technologies

Multi‐mode learning environment

X
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デジタル学習環境の導⼊によって、

教育・学習⽅法の選択肢が増えた

28
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Evidence‐based Multi‐mode learning environment
の提案

• 対⾯授業とオンライン授業のベストミックスはどうか？
• 授業ごと、学習者ごと、先⽣ごとに教育・学習効果を向上させ
るためのデジタル技術のベストミックスを提⽰

• コロナや災害などの急な影響や教室のキャパシティ等によって、
授業の実施⽅法に制約がある。

• 断⽚的な過去の事例をエビデンスとして蓄積して、レディネス
を⾼め、エビデンスに基づく教育を実施していく必要がある
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⽶国: WWC(What Works Clearinghouse)

• ⽶国教育省が2002年に設⽴
• 因果関係が認められるエビデンスの収集

30
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英国：EEF 
(Education Endowment Foundation)

31

• 英国教育省が2011年に設⽴
• 実践に役⽴つエビデンスを共有
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国内外の教育データ収集の状況

32

学習プロセスデータ

基礎情報
ありなし

なし

あり 初等から⾼等教育まで
名寄せして匿名化

⽇本

諸
外
国
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日本学術会議の提言
「教育のデジタル化を踏まえた

学習データに関する提言
～エビデンスに基づく教育に向けて～」

提⾔の内容はこちら：http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo‐24‐t299‐1‐abstract.html
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提⾔の概要
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アフターコロナ時代における⼤規模教育データを⽤いた
エビデンスに基づく教育の実現

小学校 中学校 高等学校 大学

大規模
教育データ

情報学・教育学・⼼理学・
認知科学・健康科学等の
様々な分野の研究者が
超⼤規模教育データを利⽤
して「教育データ科学」を創成

アフターコロナ時代の教育を下支えするために、小学校から大学までの大規模教育データを収集・分析するためのデータプラットフォームを開
発し、情報学・教育学・心理学などの様々な分野の研究者が参画して、リアルタイム分析手法などを研究し、「エビデンスに基づく教育」の実
現に向けて教育データ科学を創成する。

・教育・学習効果の予測・シミュレーションのための
超並列計算機技術

・教材・問題の推薦のためのリアルタイム解析技術
・エビデンスに基づく教育のためのエビデンス・
マイニング技術

・教育による⼈の発達・成⻑過程や健康状態と学習状況
の関係性や相互影響の分析

・コロナ禍が教育に与えた影響、など

匿名加⼯
技術

⼈⼯知能・機械学習
等のリアルタイム

データ解析
実
世
界

教育・学習活動の
センシング技術

介⼊・フィード
バック技術

授業中

授業外・遠隔教育

エビデンス・
特徴抽出

⼩学校から⼤学までの教育データを全国規模で収集
アクセ
ス管理

仮
想
世
界

学校内の教育データの収集と分析
（ラーニングアナリティクス）

教育機関内の
教育データ

⼤規模教育データを⽤いて
「教育データ科学」の研究を推進

教育データ収集・分析プラットフォーム

計算機科学

AI
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ICTの導⼊と教育データ
の利活⽤の効果

36

年 状況 説明

１年 導⼊期 ICTの利⽤に慣れるために⼤変であり、効果が感じられない時期

２年 種⼦期 少しICTにも慣れ、前年のデータを利⽤して、効果が少し感じられる時期
（でも努⼒に⽐べ効果が実感できない）

３年 成⻑期 ICT利活⽤への努⼒はまだまだ必要であるが、データの利活⽤の効果が実感してく
る時期

４年 成熟期 ⽇常⽣活でほぼ⽀障なくICTを利⽤できており、さらに効果を上げるために、デー
タを利⽤して、⾃ら考え実⾏していく時期

５年 達成期 全く⽀障なくICTを利活⽤でき、どのようなデータをどのように利⽤したら、どの
ような効果がでるか、わかってくる時期

１年⽬は、とにかく⼤変
毎⽇、授業内や家庭で使うとして、
少なくとも３年は継続利⽤が必要
５年利⽤すれば達成感を感じる

実際に効果を発揮するのはこれから
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おわりに

1. 現在、教育現場ではデジタル化の進展によって、⼤量の学習データが
⾃然と蓄積されてきている。

2. 断⽚的な過去の事例をエビデンスとして蓄積・共有するためにLAのた
めの情報基盤を導⼊し、教育データを共有する必要がある。

3. エビデンスをもとに、教育・学習効果を⾼めるためのデジタル技術の
利⽤や授業設計のベストミックスを提案。

4. これは、急なオンライン授業の実施に備えて、レディネスを⾼めてお
くことにもつながる。

5. また、「エビデンスに基づく教育」のためのデータエコシステムを実
現できる。

6. しかし、早急に結果を求めてはいけない。⻑い⽬で⾒ていく必要

37


